
社会専門

問 題

◎ 指示があるまで開かないでください。

一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟

平成２９年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模擬試験



（専門科目）

注 意 事 項

１ 試験時間等

専門科目の試験問題数は６７問で，解答時間は１時間４５分です。

２ 受験番号等の記入方法

はじめに，解答用紙に学校名，氏名を記入してください。次に，右側の一番上の欄に受験

番号を記入し，その下のマークシートの欄には，受験番号の英字及び数字に対応する○を，

次表の例にならって塗りつぶしてください。

（例） 受験番号 １６Ａ０１２－３４５６Ｈ の場合

３ 解答方法

� 出題形式は五肢択一を基本とする多肢選択形式となっています。各問題には１から５ま

で５つの答えがありますので，そのうち，問題に対応した答えを〔例１〕では１つ，〔例

２〕では２つを選び，解答用紙に解答してください。

〔例１〕 問題 ２０１ 次のうち，県庁所在地として，正しいものを１つ選びなさい。

１ 函館市

２ 郡山市

３ 横浜市

４ 米子市

５ 北九州市

正答は「３」ですので，解答用紙の

問題 ２０１ １ ２ ３ ４ ５ のうち，３ を塗りつぶして，

問題 ２０１ １ ２ ４ ５ としてください。

平成２９年度
社 会 福 祉 士
精神保健福祉士全国統一模擬試験

（社会専門）解答用紙

学校名 ソーシャルワーク大学

氏 名 ソ 教 連 子

（注意） この場合，０も必ず塗りつぶしてください。

受

験

番

号

１ ６ Ａ ０ １ ２ － ３ ４ ５ ６ Ｈ
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〔例２〕 問題 ２０２ 次のうち，首都として，正しいものを２つ選びなさい。

１ シドニー

２ ブエノスアイレス

３ 上海

４ ニューヨーク

５ パリ

正答は「２と５」ですので，解答用紙の

問題 ２０２ １ ２ ３ ４ ５ のうち，２ ５ を塗りつぶして，

問題 ２０２ １ ３ ４ としてください。

� 採点は，光学式読取装置によって行います。解答は，鉛筆を使用し， の外にはみ

ださないように濃く塗りつぶしてください。なお，シャープペンシルは問題ありません

が，ボールペンは使用できません。

良い解答の例………

悪い解答の例……… （解答したことになりません）

� 一度解答したところを訂正する場合は，消しゴムで消し残りのないように完全に消して

ください。鉛筆の跡が残ったり， のような消し方などをした場合は，訂正したこと

になりませんので注意してください。

� 〔例１〕の問題に２つ以上解答した場合は，誤りになります。〔例２〕の問題に１つ又は

３つ以上解答した場合は，誤りになります。

� 解答用紙は，折り曲げたり，チェックやメモなどで汚したりしないように特に注意して

ください。

４ その他の注意事項

� 印刷不良や落丁があった場合は，手を挙げて試験監督員に連絡してください。

� 問題の内容についての質問には，一切お答えできません。

� 試験終了後，この試験問題はお持ち帰りください。

� この試験問題は，複製，譲渡，電子記録媒体への記録・転載等を固く禁じます。



社会調査の基礎

問題 ８４ 社会調査の対象に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 患者や利用者を調査対象者とする場合，やむなく調査協力することがあるのを考

慮しなければならない。

２ 調査者は，調査対象者が調査に協力したことで不利益を被ることのないよう，予

防策を講じなければならない。

３ 面識のない人を調査対象にすることは，深い個人的な経験を掘り下げて聞くこと

ができないため，避けたほうがよい。

４ 調査対象者が１５歳以下であっても，本人から調査協力の意向が得られれば，保護

者の承諾がなくても調査を実施できる。

５ インターネットモニター会社に登録しているモニターでは，幅広い年齢層の回答

者を確保できないため，研究には用いるべきでない。

問題 ８５ 統計法に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 公的統計の活用によって，国民経済の健全な発展及び国民生活の向上に寄与する

ことを目的としている。

２ 統計のインターネットによる公表についての規定はない。

３ 国勢調査は，基幹統計調査には含まれない。

４ 基幹統計で得られたデータを加工して利用することは禁じられている。

５ 「かたり調査」を禁止している。
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問題 ８６ 社会調査における倫理に関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びな

さい。

１ 調査者は，調査対象者からの求めにかかわらず，調査データの提供先を知らせる

必要はない。
ねつぞう

２ 調査研究において，研究倫理上違反とみなされる行為には，調査結果の捏造に関

する証拠隠滅も含まれる。

３ インタビュー調査によって得られたデータは，逐語記録を加工せずそのまま提示

して発表してもよい。

４ 事例研究において得られたデータについては，調査対象者の実名を使用してはな

らない。

５ インタビュー調査では，インタビュー後に調査対象者から要請があっても，記録

の破棄や削除をしなくてもよい。

問題 ８７ 観察法に関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

１ 観察法では，乳幼児を対象とした調査はできない。

２ 観察法では，写真も分析対象となる。

３ 参与観察では，実際の活動には参加しない「完全な観察者」であることが求めら

れる。

４ 参与観察は，統制的観察法である。

５ 参与観察では，フィールドノートは作成しなくてもよい。

問題 ８８ 記述統計量に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。

１ 標本標準偏差とは，不偏標本分散のことを指す。

２ 間隔尺度の変数は，標本平均を算出することが可能である。

３ 分布が１山で左右対称の場合は，標本平均と中央値，最頻値は同値となる。

４ 歪度は，分布が左右対称に近いほど１に近い値となる。

５ 四分位数では，第１四分位数が中央値となる。
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問題 ８９ 量的調査の標本抽出法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 単純無作為抽出法は，最初の標本を無作為に選択し，その後の抽出は機械的に等

間隔で行う。

２ 系統抽出法は，乱数表やサイコロを用いるなど一定の確率法則に従い，標本数と

同数の抽出作業を繰り返す。

３ 層化無作為抽出法では，母集団の構成比率が低い属性をもっている標本が選択さ

れない。

４ 二段無作為抽出法は，等確率抽出法と確率比例抽出法の２つに区分される。

５ 有意抽出法では，母集団に対する標本の代表性には問題がない。

問題 ９０ 量的調査に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 量的調査は，質的調査よりも新たな観点の発見や理論の形成に向いている。
しっかい

２ 母集団から一部の集団を選定し，データをとる調査を悉皆調査と呼ぶ。

３ 横断調査とは，仮説となる変数の時間的変化を調べるために，調査対象となる個

人を特定して追跡し，複数回の調査を行うものである。

４ 他計式調査には，郵送調査や集合調査が含まれる。

５ トライアンギュレーションは，量的調査の手法を用いることがある。
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相談援助の基盤と専門職

問題 ９１ 社会福祉士及び介護福祉士法に規定されている社会福祉士の義務等に関す

る次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 相談援助に関する知識及び技能の向上を目的とした研修を受けなければならな

い。

２ 秘密保持の義務は，社会福祉士でなくなった後には適用されない。

３ 社会福祉士の尊厳を傷つけるような行為をしてはならない。

４ できる限り利用者の立場に立って，誠実にその業務を行わなければならない。

５ 福祉サービス関係者等との連携を保たなければならない。
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問題 ９２ 「ソーシャルワークのグローバル定義」（２０１４年）におけるソーシャルワー

ク専門職の「中核となる任務」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 「社会的結束」とは，高齢者や障害者が社会的孤立や社会的排除から脱却し，相

互に支え合うことを指す。

２ 「社会開発」は，地域や国家を対象に，ミクロレベルからマクロレベルのすべて

のレベルで複数のシステムが協働していくような，総合的・包括的な介入によって

行われる。

３ 「多様性の尊重」により，女性や社会的マイノリティなどの多様性が尊重される

よう，基本的人権の保障を主張し，共同体全体の変化を促していく。

４ 「社会変革」とは，国家レベルの社会構造に関連する要素を変えていこうとする

ものである。

５ 「エンパワメント」とは，自らの能力のみを活用した生活を送ることである。

（注）「ソーシャルワークのグローバル定義」とは，２０１４年７月の国際ソーシャルワー

カー連盟（IFSW）と国際ソーシャルワーク学校連盟（IASSW）の総会・合同会

議で採択されたものを指す。

問題 ９３ ソーシャルワーク実践における権利擁護（アドボカシー）に関する次の記

述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 成年後見制度の創設は，メゾレベルにおける予防的な権利擁護の取組みである。

２ クラスアドボカシーとは，ミクロレベルのアドボカシーである。

３ 日常生活自立支援事業による個別支援は，マクロレベルにおける予防的な権利擁

護の取組みである。

４ アドボカシーは，困難な生活環境におかれている人々の復権を目的として生まれ

た実践理念である。

５ 制度及び業務としての権利擁護は，定型的なソーシャルワーク実践として行われ

る。
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問題 ９４ 事例を読んで，Ｍ相談支援員（社会福祉士）による対応として，最も適切

なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｌさん（５６歳，男性）は，公営住宅で一人暮らしをしている。今後の生活につい

て，Ｑ市の生活サポートセンターを訪れ，Ｍ相談支援員が対応した。Ｌさんによれ

ば，４０代半ばから糖尿病が持病であったが，最近になって頻繁に目の見えにくさを

感じるようになり，眼科を受診したところ糖尿病性網膜症と診断された。その後，

身体障害者手帳３級（視覚障害）が交付された。Ｌさんは自信をなくし，まもなく

自ら申し出て職場を退職した。現在の生活状況としては貯蓄もそれほどなく，今後

の生活を考えたときに頼れる家族・親戚もおらず，近所付き合いもほとんどない状

態である。Ｌさんは，「今のままでは不安なので，仕事を早く見つけたい」と語っ

た。

１ Ｌさんが新たに仕事を見つけることは困難であることを指摘し，生活保護制度の

手続きをするよう促す。

２ Ｌさんの気持ちを尊重し，就職活動を開始できるようにするため，ハローワーク

で求職者登録をするよう助言する。

３ 今後の生活に対するＬさんの希望を確認した上で，その実現に向けて，必要に応

じて活用できる制度やサービスについて情報提供を行う。

４ 今後の生活について，専門的な見地から具体的かつ総合的なプランを提案する。

５ Ｌさんの生活状況を踏まえ，地域活動に参加しながら就労訓練事業のプログラム

を活用するように勧める。
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問題 ９５ 事例を読んで，次の記述のうち，Ａ社会福祉士が相談を受けた時点でのＣ

さんへの対応として，最も適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

社会福祉協議会に勤務するＡ社会福祉士に，Ｂケースワーカーより相談が入っ

た。Ｂケースワーカーによれば，小学生の息子（８歳，男児）と２人で暮らしてい

るＣさん（５４歳，女性，無職）は，現在，生活保護を受給中である。Ｃさんには軽

度の知的障害があり，意思の疎通や家事全般に支障はないが，金銭管理が難しく，

所持しているお金をあるだけ使ってしまう傾向がある。また，各種の支払い料金な

どを滞納することもしばしばある。そのため，このままの状況では親子が一緒に地

域で生活をすることは難しいという。

１ 生活援助の必要があるため，居宅介護（ホームヘルプ）の利用を検討する。

２ 金銭管理支援のため，日常生活自立支援事業の利用を検討する。

３ 就労支援のために，就労移行支援事業の利用を検討する。

４ 判断能力が不十分であるため，成年後見制度の利用を検討する。

５ 各種の支払い料金を滞納したときのために，生活福祉資金貸付制度の利用を検討

する。
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問題 ９６ 日本社会福祉士会の倫理綱領に関する次の記述のうち，正しいものを１つ

選びなさい。

１ 日本社会福祉士会は，ソーシャルワーカーのための倫理綱領を日本で最初に採択

した。

２ 日本社会福祉士会の倫理綱領「前文」では，「ソーシャルワーク」「ソーシャルワー

カー」「倫理綱領」について説明している。

３ 日本社会福祉士会の倫理綱領「価値と原則」では，「人間の尊厳」「社会正義」「貢

献」「誠実」「信頼」の５つの価値及びそれぞれの原則が明記されている。

４ 日本社会福祉士会の倫理綱領「倫理基準」は，「利用者に対する倫理責任」「実践

現場における倫理責任」「社会に対する倫理責任」「個人としての倫理責任」からなっ

ている。

５ 日本社会福祉士会の倫理綱領の遵守を可能とするために構築された苦情対応シス

テムでは，苦情を申し立てることができるのは，福祉サービスを利用した者であ

る。
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問題 ９７ 事例を読んで，次の記述のうち，地域包括支援センターのＦ社会福祉士が

地域ケア会議を開催する準備として，適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

自宅で一人暮らしをしているＤさん（８８歳，女性）は，軽度の認知症を患ってお

り，食事は毎日コンビニエンスストアに４～５回通ってとり，自宅は残飯やごみが

散乱している状況である。これまでＤさんは，隣人のＥさん（８５歳，女性）を唯一

頼っていたが，Ｅさんは「いつも自分だけが大変。関係者は何をやっているのか。

何とかしてほしい」と民生委員に不満を訴えている。そこで，民生委員から話を聞

いた地域包括支援センターのＦ社会福祉士は，Ｄさんの支援内容を検討するため

に，地域ケア会議を開催することにした。

１ Ｄさんの支援計画を検討することが目的なので，地域の実情や特性の把握は行わ

ない。

２ 会議の効率化を図るため，初回会議は，ケース記録だけでＤさんの現状確認を行

うことを出席者に連絡した。

３ 出席者が多くなるとＤさんのケースに対応することが困難になるので，参加人数

を制限して開催することにした。
ろうえい

４ 情報漏洩を防ぐ観点から，機関内における事前協議は行わないように，地域ケア

会議の出席者へ連絡した。

５ Ｄさんが通うコンビニエンスストアの店長やＥさんに，地域ケア会議に出席する

よう依頼することを検討した。
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相談援助の理論と方法

問題 ９８ 機能的アプローチに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 診断主義の考え方を基礎として，体系化された。

２ ランク（Rank, O.）の意思療法の考え方を基盤としている。

３ 「機能」とは，クライエント自身の社会適応機能を意味する。

４ カンザス大学のサリービー（Saleebey, D.）らによって確立された技法である。

５ 原則として個人が対象であり，グループは除外される。

問題 ９９ 心理社会的アプローチに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 精神分析理論と対立する形で生み出された。

２ リッチモンド（Richmond, M.）の理論の欠陥を指摘し，新たに構築された。

３ ホリス（Hollis, F.）を中心に体系化された。

４ 課題解決への動機づけの乏しいクライエントにも容易に適用できる。

５ 状況と人間の関係を切り離し，個人要因の精緻な分析を目指した。
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問題 １００ 事例を読んで，Ｇ相談支援専門員（社会福祉士）が行う支援のあり方と

して，最も適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｈさん（２１歳，男性）は軽度の知的障害があり，広汎性発達障害の診断も受けて

おり，現在両親と三人で暮らしている。特別支援学校高等部を卒業後，一度地元の

企業に就職したが，職場になじめず数か月で辞めてしまい，それ以来自宅にひきこ

もっている。そんなＨさんに対し，父親は時折強く叱責し，それをかばう母親との

間で口論が始まることも多く，その中でＨさんは「働かなくてはならない」という

焦りや，また就労に失敗するのではないかという不安，そして自責の念などを募ら

せていった。なかなか具体的な一歩を踏み出せずにいたが，母親が知人から聞いた

情報をきっかけに，基幹相談支援センターを母親と訪れた。同センターのＧ相談支

援専門員が担当することになり，現在，数回にわたりＨさんとの個別面接を重ねて

いるところである。

１ Ｈさんの就労の可能性は，障害特性からみて厳しいと判断する。

２ 父親の偏った考え方を説得し，変化させることを目指す。

３ Ｈさんの個人要因に焦点を当て，Ｈさんを取り巻く環境との関係は考慮しない。

４ Ｈさんの年齢を踏まえて，一般企業への就労を第一目標とする。

５ 信頼関係を築きながらＨさん自身の就労に対する思いを傾聴し，ニーズの把握に

努める。

― 11 ―



問題 １０１ 相談援助の実践アプローチに関する次の記述のうち，正しいものを２つ

選びなさい。

１ 課題中心アプローチでは，ミラクル・クエスチョンやコーピング・クエスチョン

といった質問法を用いる。

２ 行動変容アプローチは，学習理論を理論的基盤にオペラント条件づけの知見を取

り入れて発展してきた。

３ 実存主義アプローチは，ジェンダーレンズを視点として個人のエンパワメントと

社会変革の双方を支援の焦点とするアプローチである。

４ 危機介入アプローチでは，発達的な危機や状況的な危機により，社会的機能を制

限されている状態にある個人や家族，グループを対象とする。

５ 問題解決アプローチは，課題中心アプローチの影響を受けて，リード（Reid, W.

J.）とエプスタイン（Epstein, L.）によって理論化されたアプローチである。

問題 １０２ 相談援助の過程に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ アウトリーチとは，利害関係にある複数の者が，互いの要求を出し合い，調整し

ながらあることを実現するために話し合うことである。

２ 相談援助では，成果が出るよう長期と短期の援助計画をしっかりと立てて援助を

実施するため，経過観察をする必要はない。

３ 介入では，１つの考えに凝り固まらず，目的に応じて柔軟に対応する許容力や信

頼のおける根拠を求める姿勢が求められる。

４ アセスメントは，情報の組織化を踏まえ，介入法，問題解決法を見つけ出すため

のプロセスであり，結果の予測は含まれない。

５ インテークでは，援助を実施した結果をクライエントとともに振り返り，援助を

継続するか確認し合うことが求められる。
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問題 １０３ 事例を読んで，事例検討会に向けたＪさん（社会福祉士）の行動に関す

る次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｊさん（社会福祉士）は，Ｒ市の福祉事務所で生活保護を担当して２年目である。

これまでエンパワメントアプローチや課題中心アプローチを援用して支援してきた

が，体調不良を理由に就労に至らないＫさんの今後の指導に行き詰り，Ｌ査察指導

員に相談した。すると，有識者をアドバイザーとして招いて近隣の福祉事務所が合

同で行っているケースカンファレンス（事例検討会）でＫさんの事例を検討してみ

てはどうかと助言を受けた。Ｊさんはケースカンファレンスに提出するためにＫさ

んの事例をまとめることにした。

１ 事例を検討する場合は，提出者の考えを明瞭にするために，根拠とした実践アプ

ローチは１つに絞らなければならない。

２ 事例をまとめるときは，参加者が自由に意見を交わすことができるよう，就労指

導のあり方など具体的な検討テーマを事前に設定してはならない。

３ 情報をまとめた資料は，要点だけを簡潔にまとめることは避け，紙幅に留意せず

詳細に記すことが求められる。

４ 事例をまとめる際には，援用した理論モデルやアプローチを考慮しながら，これ

まで行ってきた援助の内容を記述することに努める。

５ 事例をまとめる際には，Ｋさんをはじめ，関係者はすべて実名で記載しなければ

ならない。
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問題 １０４ 事例を読んで，バイステック（Biestek, F.）の原則に基づいたＭ社会福

祉士の対応として，最も適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

地域包括支援センターのＭ社会福祉士は，民生委員から「虐待の疑いがある」と

の通報を受けてＡさん（８０歳，男性）の自宅を訪ねた。Ａさんは２歳年下で認知症

を患う妻Ｂさんと２人で生活している。Ａさんは介護サービスを一切利用せず献身

的に妻の介護をしているものの，最近はストレスからか，Ｂさんを怒鳴りつける声

が近所に聞こえている状況である。ＡさんはＭ社会福祉士を自宅の居間に上げて，

「もうだめかもしれない。でも妻は私が世話をしたい。介護サービスは絶対に利用

しない」と話し始めた。Ｍ社会福祉士は，介護サービスの利用は必要であると強く

感じつつも，面接を進めていった。

１ 個別化の原則を用いて，Ａさんの望みどおり，介護サービスの利用はしないこと

を前提に支援を続ける。

２ 意図的な感情の表出の原則を用いて，Ａさんに対し，妻を怒鳴りたい感情を意志

の力で抑えるよう指導する。

３ 統制された情緒的関与の原則を用いて，Ａさんの感情を尊重し，Ｍ社会福祉士自

身が共感できているかを意識し面接を行う。

４ 受容の原則を用いて，Ａさんが妻を怒鳴る感情を許容し，仕方のないことだと容

認する。

５ 自己決定の原則を用いて，今後の訪問利用はＡさん次第だと伝え，判断を委ね

る。
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問題 １０５ ソーシャルワーカーが面接に用いる技術に関する次の記述のうち，最も

適切なものを１つ選びなさい。

１ 必要な情報を得ることが目的であるため，非言語的な表現ではなく言語的な情報

に焦点化して観察を行う。

２ クライエントにどのような質問をし，何を伝えるべきかに集中するほうが，支援

課題の明確化を促すことになる。

３ クライエントから多くの情報を引き出したり感情を整理するために，できるだけ

多くの質問をすることが重要である。

４ クライエントが困難な問題に取り組めるように，ソーシャルワーカーが要約や直

面化の技術を用いて面接を焦点づけていくことが必要である。

５ 生活場面などで実施される面接よりも，相談室等で行われる構造化された面接の

ほうが望ましい。
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問題 １０６ 事例を読んで，Ｃ介護支援専門員（社会福祉士）の対応として，最も適

切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｄさん（８８歳，女性）は一人暮らしをしていたが，半年前，脳梗塞で倒れて入院

し，退院後，息子夫婦の家で生活を始めた。息子夫婦は二人とも非正規雇用で働い

ており，子どもはいない。Ｄさんは退院後から週２回デイサービスを利用してい

た。ある日，Ｄさんから「おにぎりを持ってくるからお昼ご飯はいらない。お昼代

は取らないでほしい」とのお願いがあった。Ｃ介護支援専門員が理由をたずねると，

Ｄさんは「息子夫婦がお金に困っているから仕方がない」と答えた。最近，Ｄさん

は急にやせてきて表情も暗く，またＤさんの年金で払っている利用料も２か月滞納

している状態である。

１ Ｄさんとの面接を実施し，最近やせてきていることを一緒に確認し，食事をしっ

かりとることが重要であると伝える。

２ 現状では判断できる情報が少ないので，当面はデイサービスの生活相談員にＤさ

んの様子を観察するよう依頼する。

３ Ｄさんの住む地域の民生委員に状況を説明し，Ｄさんの見守りをするよう依頼す

る。

４ Ｄさんの自宅を訪問し，息子夫婦に今すぐ虐待を止めるよう指導する。

５ 地域包括支援センターにＤさんの状況を説明し，緊急性の判断も含め，今後の対

応について相談する。
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問題 １０７ ケアマネジメントと社会資源の関係性に関する次の記述のうち，正しい

ものを１つ選びなさい。

１ ケアマネジメントでは，インフォーマル・サポートを社会資源の範疇に含まな

い。

２ 地域に存在する社会資源を事前に調べておくことを，スクリーニングと呼ぶ。

３ ケアマネジメントにおけるアセスメントでは，クライエントが利用したい社会資

源を聞き出すことに主眼をおく。

４ ケアマネジメントにおけるプランニングでは，利用可能な社会資源に合わせて利

用者の生活を組み立てていく。

５ ケアマネジメントでは，クライエントの生活の質を高めるために社会資源にはた

らきかけ，アドボケート機能を果たすことも行われる。

問題 １０８ アウトリーチに関する次の記述のうち，適切なものを１つ選びなさい。

１ 自ら援助を求めようとしないクライエントに対しては，効果的ではない。

２ モニタリングの段階でも実施される。

３ プライバシー保護の観点から，申請に基づいて実施される。

４ 初めにクライエントと直接対面しなければならない。

５ クライエントの観察にとどめ，相談援助を行ってはならない。
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問題 １０９ 事例を読んで，地域包括支援センターのＧ社会福祉士による初回面接時

の相談対応として，適切なものを２つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｅさん（７０歳，男性）から「最近，妻が外出先で迷子になってしまうことが増え，

困っている」と地域包括支援センターに電話相談が入った。Ｅさんによれば，妻の

Ｆさん（６７歳）と二人暮らしをしているが，Ｆさんの物忘れがひどくなり，不安に

なって電話したとのことであった。Ｅさん自身も高血圧症のため近くの診療所で投

薬加療を続けており，今後の生活に心配があるため一度相談にのってほしいとい

う。そこで，Ｇ社会福祉士が自宅を訪問することになった。

１ 訪問前に可能な範囲で情報収集し，面接の内容と進め方について一定の準備をし

ておくようにした。

２ 支援者として緊張感が伝わるような面接を心がけた。

３ 夫としてＦさんを支える生活を続けて欲しいとＥさんを励ました。

４ Ｆさんの状態について，心配する必要はないとＥさんに助言した。

５ 地域包括支援センターの機能と社会福祉士が担う役割について，わかりやすく説

明した。

問題 １１０ ソーシャルサポートネットワークについての次の記述のうち，正しいも

のを１つ選びなさい。

１ フォーマルなサポートの総体を説明するものである。

２ ソーシャルサポートとソーシャルキャピタルという２つの概念が統合してつくら

れた。

３ ソーシャルサポートネットワーク・アプローチとは，地域住民などがフォーマル

な支援を提供する専門職を活用し，支援を展開していくことである。

４ アセスメントにおいては，クライエントに自らのネットワーク図（エコマップ）

を作成してもらうことが有効である。

５ 小地域福祉活動の多くは，社会福祉協議会と連携した展開を行っていない。
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問題 １１１ ネットワーキングに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 組織や制度内の予定調和的なつながりをつくるものである。

２ ラウンドテーブルとは，それぞれの組織や機関の代表者が集まって課題を出し合

い，解決に向けた協力関係の構築を目指すものである。

３ 地域ケアシステムにおいては，専門機関や行政機関のネットワークが優先され

る。

４ インフォーマルなサポートのネットワーク化においては，公的なサービスの利用

を抑えていくことが重要である。

５ 刑務所の受刑者にとっては，心理的・教育的サポートに加え，コミュニティとの

つながりやネットワーク化も重要である。
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問題 １１２ 事例を読んで，病院のＨ医療ソーシャルワーカーの初期対応として最も

適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

高校１年生であるＪさん（１６歳）は，友人と一緒に試した妊娠検査薬で陽性反応

が出たため，病院で検査すると妊娠４か月であることがわかった。Ｈ医療ソーシャ

ルワーカーは担当医師から連絡を受け対応することとなった。相手の男性とはすで

に別れており，音信不通となっている。また，Ｊさんは一人親家庭である。母親の

Ｋさん（３３歳）からは，経済的支援等は難しいと言われた。Ｊさんは学校を辞めて

出産し，働きながら一人で育てていくかどうかについて，妊娠がわかってから悩み

続けている。

１ Ｊさんの「一人で働きながら出産や育児をする」という計画は，非現実的で実現

不可能だと説得する。

２ Ｊさんに音信不通になっている相手の男性を見つけ，よく話し合ってから後日一

緒に病院に面談に来るよう指導する。

３ Ｊさんが病院に来たこと，状況を話してくれたことを受け止め，今後のことを一

緒に考えていきたいと伝える。

４ 母親Ｋさんによる虐待が疑われるため，Ｊさん自身が児童相談所へ相談するよう

に促す。

５ Ｊさんに対して，今回の妊娠の原因を尋ね，まずこれまでの生い立ちを振り返る

よう促す。
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問題 １１３ スーパービジョンに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ カデューシン（Kadushin, A.）は，スーパービジョンの機能を管理的機能，媒介

的機能，支持的機能の３つに整理した。

２ グループ・スーパービジョンとは，複数のスーパーバイザーが１人のスーパーバ

イジーに対して行う形態をいう。

３ ピア・スーパービジョンとは，仲間や同僚だけで行う形態をいう。

４ スーパービジョン関係では，パラレルプロセスが生じることを避けなければなら

ない。

５ スーパービジョンは，スーパーバイザーが開始を決定するため，スーパーバイ

ザーとスーパーバイジー両者による合意の必要はない。

問題 １１４ 事例を読んで，Ｌ医療ソーシャルワーカー（社会福祉士）の初回面接時

における対応として，適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｍさん（５４歳，男性）は，総合商社で管理職として勤務する会社員である。１年

ほど前から周囲の人に物忘れを指摘され，最近では，仕事にも重大な支障をきたす

ようになったため医療機関を受診した。医師からは，若年性認知症の可能性を告知

され，大きなショックを受けている。外来看護師に勧められ，Ｍさんは妻と病院の

医療福祉相談室を訪れた。

１ 若年性認知症に関する症状や治療方針を説明し，Ｍさん夫妻の不安を和らげる。

２ Ｍさんに，医療福祉相談室の機能を説明し，今後，利用するかどうか意思を確認

する。

３ 同じような課題を克服した人がいることを伝え，Ｍさんを励ます。

４ できるだけ早く仕事を退職し，治療に専念するよう助言する。

５ 妻の介護負担を考慮して，ほかの家族との同居を勧める。
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問題 １１５ 事例を読んで，Ａソーシャルワーカー（社会福祉士）による対応に関す

る次の記述のうち，適切なものを２つ選びなさい。

〔事 例〕

Ａソーシャルワーカーは，アルコール依存症回復施設に勤務している。アルコー

ル依存症の利用者Ｂさん（４５歳，男性）は，入所期間中にアルコールを断ち，地域

で生活していくことを目標にしている。施設入所中のルールとして，飲酒は厳禁で

ある。入所からこの２か月間，Ｂさんはアルコール飲料を一滴も飲まなかったが，

昨夜，施設に帰ってきたとき，泥酔状態にあった。Ａソーシャルワーカーは，この

Ｂさんの様子を見て，今後どのように対応していくべきか，あらためて検討するこ

とにした。

１ 飲酒はルール違反であり，Ｂさんは依存症からの回復過程にあるとはいえないた

め，すぐに施設を退去するよう求める。

２ アルコール依存症者が再び飲酒してしまうのも，本人が回復していく１つの過程

と考え，今後も支援を継続していく。

３ ほかの利用者に悪影響を与えるといけないので，施設入所中は１人で過ごすよう

強く求め，自分がアルコール依存症であることの自覚を促していく。

４ 自助グループに参加するなど，ほかのアルコール依存症者とかかわる機会を積極

的に設け，アルコール依存症についての自覚を促していく。

５ 飲酒を禁止すると，今回のようにかえって大量飲酒につながるので，施設内で毎

日適切な量の飲酒を許可していく。

（注） 日本精神神経学会は，２０１４年（平成２６年）に「アルコール依存症」の病名を「ア

ルコール使用障害」に改める指針を公表したが，本問では「アルコール依存症」

と表記した。
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問題 １１６ 社会福祉士に求められる個人情報保護についての次の記述のうち，正し

いものを１つ選びなさい。

１ 「個人情報保護法」においては，海外に居住する日本人の個人情報は保護の対象

にはならない。

２ 「個人情報保護法」は，すでに死亡した個人を保護の対象としている。

３ 社会福祉士は業務上知り得た人の秘密を，在職中だけでなく退職後も漏らしては

ならない。

４ 「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」

では，診療録等の形態に整理されていない情報は個人情報に該当しない。

５ 「個人情報」と「プライバシー」は同じ意味をもっており，どちらも個人の人格

的利益を保護する観点から，権利として判例上確立されたものである。

（注）「個人情報保護法」とは，「個人情報の保護に関する法律」のことである。

問題 １１７ 福祉における情報通信技術（ICT）の活用に関する次の記述のうち，正

しいものを１つ選びなさい。

１ 「WAM NET」は国の事業であるが，社会福祉法人全国社会福祉協議会が委託

を受けて運営している。

２ 「介護サービス情報の公表」制度は，老人福祉法の規定に基づいて介護サービス

情報を提供している。

３ 厚生労働省のホームページでは，福祉に関する総合的な情報提供がなされている

が，そのうち「報道発表資料」の入手は報道機関に限定されている。

４ 厚生労働省の「介護サービス情報公表システム」では，介護サービス事業者が市

町村長に報告する「基本情報」を閲覧することができる。

５ 福祉分野におけるICTの活用には，福祉サービスの利用方法が措置から契約へと

転換されたことが大きな影響を与えている。
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問題 １１８ 事例を読んで，Ｃ社会福祉士の支援のあり方として適切なものを２つ選

びなさい。

〔事 例〕

Ｓ市では地域福祉計画を策定するにあたり，住民のニーズを把握するため地区ご

との懇談会を開催することになった。担当のＣ社会福祉士は，Ｔ地区の懇談会に参

加した住民から「最近，高齢者の一人暮らしが増え，日中誰とも話をせずにひきこ

もっているようだ。高齢者同士が気軽に集まれる場所がほしい。また，災害時に独

力での避難が難しいなど，サポートが必要な人が少なくないと感じている」との相

談を受けた。Ｃ社会福祉士は，市内の高齢者世帯の現状についての情報収集を踏ま

えて，地域福祉計画策定に向けた支援策の整備に着手した。

１ 地域福祉計画策定には直接関係がない訴えのため，自分たちで解決するよう住民

に伝えた。

２ 住民が自分たちでサロンを開けるよう，拠点として活用できる場所の確保や環境

整備を支援する案をまとめた。

３ 高齢者世帯を正確に把握するため，住民基本台帳を活用して情報を収集した。

４ 要援護者の同意を得ない場合であっても，個人情報をほかの関係機関との間で共

有できる「手上げ方式」を用いて関係者と情報を共有した。

５ 一人暮らしの高齢者宅を訪問し，家族や親戚と同居するよう説得した。
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福祉サービスの組織と経営

問題 １１９ 社会福祉法人に関する次の記述のうち，最も適切なものを１つ選びなさ

い。

１ 第一種社会福祉事業を経営している法人は，「地域における公益的な取組み（地

域公益事業）」をすでに実施しているとみなされる。

２ 評議員は，その務める法人の理事を兼務することができる。

３ すべての社会福祉法人は，会計監査人をおく必要がある。

４ 第二種社会福祉事業のみを経営する法人は，評議員会を設置しなくてもよい。

５ 社会福祉充実計画の策定・申請は，社会福祉充実残額がある法人に限られる。

問題 １２０ 福祉サービスを提供する法人の組織・運営に関する次の記述のうち，最

も適切なものを１つ選びなさい。

１ 医療法人の理事長は，医師又は歯科医師しかなることができない。

２ ２００７年（平成１９年）以降，すべての医療法人は財団格の形態で組織されるように

なった。

３ 特定非営利活動法人は，社員総会が最高の議決機関となる。

４ 特定非営利活動法人の役員は，当該法人から役員報酬を得てはならない。

５ 特定非営利活動法人は，監事をおかなくてもよい。
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問題 １２１ 集団の力学に関する基礎理論についての次の記述のうち，最も適切なも

のを１つ選びなさい。

１ 公式組織とは，純粋に諸個人が集まったものをいう。

２ ホーソン実験から，生産性を上げるためには非公式組織を排除して，客観的な作

業環境を整備することが重要だとわかった。

３ 集団浅慮（集団思考）とは，集団におけるほかのメンバーがそろって自分と異な

る意見をもった際，多数派の意見に負けて自分の考え方を変えてしまう現象のこと

をいう。

４ 集団凝集性とは，集団の一員となる結束力・動機づけのことをいい，その集団の

目標や規範，各人の相互作用などがその要素となる。

５ 集団圧力とは，集団凝集性から派生した自信過剰や閉鎖性によって，集団で考え

るとかえって熟考せず決定がなされることをいう。

問題 １２２ 社会福祉法人の役員に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びな

さい。

１ 理事長の選任は，評議員会において行われる。

２ 理事長及び業務執行理事を選任した場合，法人の業務執行決定はすべて委任する

ことができる。

３ 理事の種類は，理事長，業務執行理事，それ以外の理事に分けることができる。

４ 業務執行理事は，理事長とともに法人の代表権をもつことができる。

５ 理事長は，３か月に１回以上自己の職務の執行状況を評議員会に報告し，他の評

議員や監事の監督を受けなければならない。
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問題 １２３ 社会的養護関係施設における第三者評価に関する次の記述のうち，正し

いものを１つ選びなさい。

１ 第三者評価受審は，任意である。

２ 第三者評価受審は，おおむね５年に一度受けることとなっている。

３ 第三者評価では，結果の公表は行われない。

４ 第三者評価を受けない年度においては，自己評価を行わなければならない。

５ 第三者評価は，児童相談所が推進組織となる。

問題 １２４ 福祉分野におけるサービスマネジメントに関する次の記述のうち，正し

いものを１つ選びなさい。

１ サービスは，定形的で標準化しやすい。

２ サービスの成果を判定しやすい。

３ サービスエンカウンターとは，顧客満足のことを指す。

４ サービスリカバリーの強化よりも，カスタマーディライトの実現が重要である。

５ サービスは選択によって選ばれるが，その機能は万全ではない。
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問題 １２５ 社会福祉法人会計基準（平成２８年３月３１日厚生労働省令第７９号）に関す

る次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 社会福祉法人会計基準では，社会福祉事業に限り減価償却を行わないこととなっ

た。

２ 社会福祉法人会計基準では，社会福祉法人が行う社会福祉事業と公益事業を対象

とし，会計ルールを定めている。

３ 現在の社会福祉法人会計基準のもととなった新会計基準は，２０１２年度（平成２４年

度）から完全実施されている。

４ 駐車場等の家賃収入といった収益事業は，社会福祉法人会計基準ではなく企業会

計原則に従い処理される。

５ 社会福祉法人会計基準では，経理区分を「事業区分」「拠点区分」「サービス区分」

と分類している。
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高齢者に対する支援と介護保険制度

問題 １２６ 「平成２９年版高齢社会白書」（内閣府）における高齢者の介護等に関する

次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 高齢者の「要介護者等」の数は急速に増加しており，６５～７４歳の割合が高い。

２ ６０歳以上の男女のうち，将来，介護を自宅で受けたいと希望する人は少ない。

３ 介護が必要になった原因は，認知症が最も多い。

４ 「要介護者等」と同居している主な介護者の年齢は，６０歳以上が６割を占める。

５ 家族の介護や看護のために離職・転職する人は，男性に多い。

（注）「要介護者等」とは，介護保険制度における要介護者又は要支援者と認定され

た人のことをいう。

問題 １２７ 「高齢者虐待防止法」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 本法律の施行によって，初めて身体拘束が原則全面禁止となった。

２ 高齢者虐待の防止に関する国の責務については，規定されていない。

３ 市町村長又は養介護施設の長は，虐待を行った養護者について，虐待を受け，入

所措置がとられた高齢者との面会を制限することができる。

４ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の類型に，経済的虐待は含まれない。

５ 養護者による高齢者虐待を発見した者は，都道府県に通報しなければならない。

（注）「高齢者虐待防止法」とは，「高齢者虐待の防止，高齢者の養護者に対する支援

等に関する法律」のことである。
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問題 １２８ 認知症に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさい。
はいかい

１ 介護の困難さをもたらすのは，徘徊，妄想などの中核症状である。

２ アルツハイマー型認知症は，脳梗塞の再発で段階的に症状が悪化する。

３ 脳血管性認知症は病識があり，物忘れや失敗をするのではないかという本人の不

安も大きい。

４ 前頭側頭型認知症は，生活習慣病が基礎にある。

５ レビー小体型認知症では，幻視や運動機能障害が出現する。

問題 １２９ 事例を読んで，Ｄさんの移動について，適切なものを２つ選びなさい。

〔事 例〕
ま ひ

Ｄさん（８５歳，女性）は，脳梗塞の後遺症で左片麻痺がある。在宅で息子夫婦と

生活しており，週２回のデイサービスを利用することとなった。Ｄさんは，介助が
つえ

あれば杖歩行は可能であるが，長距離は歩けない。「できるだけ歩きたい」との希
しつ

望があるが，変形性膝関節症があり，膝の痛みが強いときは歩行は困難である。玄

関のドアから門までは平たんであるが，門から道路までは段差がある。また，自宅

前の道路は狭く急な坂道となっており，デイサービスの送迎車が止まれる場所まで

は３０ｍほどの距離がある。

１ 玄関のドアから門まで杖歩行するときは，杖，左足，右足の順で歩く。

２ 門から道路までの段差を杖歩行で下りるときは，杖，左足，右足の順で下りる。

３ 道路から門までの段差を杖歩行で上るときは，杖，左足，右足の順で上る。

４ 玄関から送迎車まで車いすを使用するときは，正面を向いて段差を下りる。

５ 送迎車から玄関まで車いすを使用するときは，後ろを向いて段差を上る。
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問題 １３０ 介護保険法における市町村及び特別区の役割に関する次の記述のうち，

正しいものを１つ選びなさい。

１ 介護保険審査会を設置しなければならない。

２ 保険者となることが定められている。

３ 財政安定化基金を設置しなければならない。

４ 財政安定化基金の拠出金は，都道府県と２分の１ずつ負担する。

５ 介護保険事業支援計画を策定しなければならない。

問題 １３１ 介護支援専門員に関する次の記述のうち，正しいものを２つ選びなさ

い。

１ 介護支援専門員によるモニタリングは，半年に１回，利用者と面接する必要があ

る。

２ 介護支援専門員の資格は，５年ごとに更新研修を受ける必要がある。

３ 介護支援専門員の開催するサービス担当者会議には，利用者・家族が参加するこ

とはない。

４ 主任介護支援専門員は，居宅介護支援事業所に配置される。

５ 施設サービス計画を担当する介護支援専門員を，計画担当介護支援専門員とい

う。

問題 １３２ 介護保険法における地域密着型サービスとして，正しいものを２つ選び

なさい。

１ 認知症対応型通所介護

２ 特定施設入居者生活介護

３ 短期入所生活介護

４ 夜間対応型訪問介護

５ 居宅療養管理指導
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問題 １３３ 次の事例を読んで，虐待を疑われるケ－スでの支援に関する次の記述の

うち，適切なものを２つ選びなさい。

〔事 例〕

地域包括支援センターに介護支援専門員から電話で，利用者であるＥさん（８０

代，女性，要介護２，認知症）に息子（５０代，無職）が強い口調で叱責や暴言を浴

びせているという相談があった。Ｅさんは不安や介護拒否などの行動・心理症状が

あり，息子には介護疲れがみられた。介護保険サービスは週２回のデイサービスを

利用している。事実確認を行った結果，虐待のケースとして対応をしていくことと

なった。

１ Ｅさんの居宅サービス計画をとりやめ，虐待対応支援計画を作成して対応にあた

る。

２ 居宅サービス計画は息子の目にふれる可能性があるため，計画内の「虐待」の言

葉の使用は慎重に検討する。

３ 息子の介護負担軽減については，虐待対応支援計画に含まれない。

４ Ｅさんへの対応は，虐待対応チームとケアマネジメントチームを１つのチームに

統合して行う。

５ 地域包括支援センターは，必要に応じて包括的・継続的ケアマネジメント支援業

務を行う。
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問題 １３４ 地域包括支援センターに関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ 都道府県が設置した地域包括支援センター運営協議会の意見を踏まえて運営す

る。

２ 介護予防に関するケアマネジメントを行う。

３ 担当地域の第２号被保険者数に応じて，専従の職員の数が決まる。

４ 第１号介護予防支援事業は，包括的支援事業の１つとして実施する。

５ 市町村から，介護予防・日常生活支援総合事業の委託を受けた医療法人も設置す

ることができる。

問題 １３５ サービス付き高齢者向け住宅に関する次の記述のうち，正しいものを１

つ選びなさい。

１ 高齢者の居住の安定確保に関する法律に，高齢者円滑入居賃貸住宅とともに定め

られている。

２ 市町村長への登録が必要である。

３ 有料老人ホームも，サービス付き高齢者向け住宅として登録ができる。

４ 入居者の長期入院を理由に，事業者は契約を解消できる。

５ 住所地特例は適用されない。
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児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

問題 １３６ 「新たな子ども家庭福祉のあり方に関する専門委員会報告（提言）」（平

成２８年３月１０日厚生労働省社会保障審議会児童部会）で示されている内容に関する

次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 現行の児童福祉法には，子どもの権利に関する規定がある。

２ 国のレベルでも，子どもの権利保障を監視する第三者機関が設置されている。

３ 児童相談所は５０万人に１か所の設置であるが，目標を達成しているので管轄の規

模を見直す必要はない。

４ 新たな子ども家庭福祉における子ども家庭への支援は，生活の中心である家庭福

祉の問題としてとらえるべきである。

５ 保育所におけるソーシャルワーク機能の強化や地域との連携が必要となってい

る。

問題 １３７ 児童福祉法等の一部を改正する法律（平成２８年６月３日法律第６３号）に

より改正された児童福祉法の内容に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選び

なさい。

１ すべての児童は，児童憲章の理念にのっとり，適切に養育され，生活を保障され

ることが明記された。

２ 国及び地方公共団体は，児童が「家庭」「学校」「地域」で健やかに養育されるよ

う，児童の保護者を支援することが明記された。

３ 市町村は，児童の身近な場所における児童福祉に関する支援等の業務を適切に行

わなければならないと明記された。

４ 政令で定める特別区は，児童相談所を設置できないと明記された。

５ 養子縁組に関する相談・支援が市町村で行われるよう，明記された。
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問題 １３８ 母子保健法に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 新生児とは，１歳に満たない者と規定している。

２ 母子健康包括支援センターについて規定している。

３ 妊産婦の助産施設への入所について規定している。

４ 乳児家庭全戸訪問事業及び養育支援訪問事業を行うように努めることを規定して

いる。

５ 小児慢性特定疾病医療費の支給について規定している。

問題 １３９ 次世代育成支援対策推進法に定められている内容に関する次の記述のう

ち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 市町村に，次世代育成支援対策地域協議会の設置を義務づけている。

２ 常時雇用する労働者の数が３００人を超える事業主は，一般事業主行動計画を策定

しなければならない。

３ 次世代育成支援対策推進センターは，都道府県知事が指定する。

４ 事業主による妊娠，出産等を理由とする女性労働者の不利益取り扱いを禁止して

いる。

５ 国民は，国，地方公共団体が講ずる次世代育成支援対策に協力しなければならな

い。
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問題 １４０ 事例を読んで，市役所の相談担当者が勧める施設，事業又は制度とし

て，適切なものを２つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｆさん（３５歳，女性）は，１か月前に離婚し，息子Ｇ君（７歳）とともに実家に

身を寄せている。現在はパートで働いているが，経済的には苦しい状態であり市役

所へ相談に来た。市役所の相談担当者が話を聞く中で，夫との間で養育費の取り決

めはしていないこと，離婚後は夫と一切連絡を取っていないこと，Ｆさんは社会資

源を利用していないことがわかった。

１ 婦人保護施設への入所を勧める。

２ 母子・父子休養ホームの利用を勧める。

３ 養育支援訪問事業の利用を勧める。

４ 児童手当受給の手続きを勧める。

５ 児童扶養手当受給の手続きを勧める。

問題 １４１ 子ども・子育て支援を担う人材に関する次の記述のうち，正しいものを

１つ選びなさい。

１ 利用者支援事業の利用者支援専門員になるためには，社会福祉士，保育士，保健

師のいずれかの資格が必要である。

２ １９９４年（平成６年）から区域を担当せず児童福祉に関する事項を専門的に担当す

る児童委員として，主任児童委員が設置された。

３ 子育て支援委員研修は，「放課後児童コース」と「社会的養護コース」の２種類

に分けられる。

４ 保育士資格を取得するためには，保育士を養成する学校その他の施設を卒業した

後，保育士試験に合格しなければならない。

５ 乳児家庭全戸訪問事業の訪問者は，保育士とすると規定されている。
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問題 １４２ 「児童相談所強化プラン（平成２８年４月２５日厚生労働省児童虐待防止対

策推進本部決定）」に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 都道府県に対して，要保護児童対策地域協議会の設置を強化することが示され

た。

２ 児童福祉司の質の向上について示され，増員については盛り込まれていない。

３ 児童相談所と警察との連携強化，一時保護所の環境改善については，具体的な改

善は示されなかった。

４ 近年，児童虐待相談対応件数はやや減少傾向にあるものの，よりきめ細やかな

サービス提供のために児童相談所強化プランが策定された。

５ ２０１６年（平成２８年）１０月以降，すべての児童相談所に弁護士の配置又はこれに準

ずる措置を行うことを目標としている。
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就労支援サービス

問題 １４３ 労働・雇用の動向に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 「平成２８年障害者雇用状況の集計結果」（厚生労働省）によると，精神障害者の

雇用者数の伸び率は，身体障害者，知的障害者を上回った。

２ 「平成２８年障害者雇用状況の集計結果」（厚生労働省）によると，法定雇用率達

成企業の割合は，２０１６年（平成２８年）に５０％を超えた。

３ 障害者を従業員として雇用する場面では，「障害者差別解消法」に基づいて，障

害を理由とする差別を解消するための措置を行うことが事業主に求められている。

４ 「障害者雇用促進法」の改正により，２０１８年（平成３０年）４月から精神障害者の

雇用に関しても，ダブルカウント制度が適用されることとなった。

５ 雇用上の合理的配慮の提供に関する手続きは，募集・採用時は事業主からの確認

が必要であるが，採用後は障害者から支障となっている事情などを申し出ることと

なっている。

（注）１ 「障害者差別解消法」とは，「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律」のことである。

２ 「障害者雇用促進法」とは，「障害者の雇用の促進等に関する法律」のことで

ある。

３ 「ダブルカウント制度」とは，重度の障害者１人を雇用すると，２人分の雇

用としてカウントできる制度のことである。
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問題 １４４ 事例を読んで，就労移行支援事業所のＪ就労支援員（社会福祉士）がと

るべき対応として，最も適切なものを１つ選びなさい。

〔事 例〕

Ｈさん（２０歳，男性，軽度知的障害）は，会話能力は高いものの特別支援学校高

等部在学時は安定した登校に課題があり，就労移行支援事業所の利用に至った。訓

練を１年間重ねた結果，社会性や体力面での向上がみられたため，企業での就労に

向けて具体的に活動していくことになった。

もともとＨさんは，家族の意向もあり事務補助を希望していたが，Ｈさんの住む

地域では障害者雇用での事務補助の求人はあまり出ない傾向にある。また，就労移

行支援事業の状況から，Ｈさんは細かな作業やパソコン操作が苦手であることが把

握され，地元の倉庫業で実習を行った。その結果，採用には至らなかったが，高い

評価を得た。しかしＨさんは，もともとの希望の事務補助作業から倉庫業へ，希望

職種を切り替えられずにいる。そこで，Ｊ就労支援員は，Ｈさん，Ｈさんの家族で

三者面談を実施することとした。

１ ハローワークの職業相談に同席し，Ｈさんが迷わないよう，倉庫業務に限定した

求人検索を支援する。

２ 就労継続支援Ａ型事業の利用を勧める。

３ 就労継続支援Ｂ型事業の利用を勧める。

４ 適切な職種の検討のため，地域障害者職業センターにおいて職業評価を受ける。

５ 家族からの自立を促進するため，直ちに福祉事務所と連携してグループホームの

利用を勧める。
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問題 １４５ 我が国の労働環境に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさ

い。

１ 長時間労働やパワーハラスメントが原因でうつ病などの精神疾患を発症した労働

災害の請求は，近年，減少傾向にある。

２ 脳・心臓疾患を発症した前月の時間外労働が１００時間を超えていた場合，業務と

当該疾患発症との関連性は高いと評価できるとされている。

３ 我が国は，ドイツやフランスと比較して，年平均労働時間が短い。

４ 最低賃金額より低い賃金で契約した場合でも，労働者と使用者双方の合意があれ

ば有効である。

５ 我が国の非正規雇用の職員・従業員は，２０１６年度（平成２８年度）には３０００万人を

超えた。

問題 １４６ 生活困窮者への就労支援に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選

びなさい。

１ ハローワークが実施主体である就労支援事業として，生活困窮者自立相談支援事

業があげられる。

２ 企業に対しては，企業の社会貢献として生活困窮者の受け入れを要請することが

最も重要である。

３ 生活困窮者には，その就労に向けた準備の状態に応じた就労支援を提供すること

が想定されている。

４ 生活困窮者就労訓練事業（いわゆる「中間的就労」）は，一般就労（一般労働市

場における自律的な労働）と，家庭における家事労働の中間的就労形態として位置

づけられている。

５ 生活困窮者就労準備支援事業の対象者への支援としては，心理面や生活面よりも

まず，簿記，プログラミング，溶接などの特定の職業技能の習得に重点がおかれ

る。
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更生保護制度

問題 １４７ 更生保護に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 更生保護には，犯罪予防の活動を促進することはその機能に含まれていない。

２ 更生保護においては，犯罪被害者等を対象とした施策は設けられていない。

３ 更生保護の中核である保護観察における処遇は，画一的に行うことを避け，個別

化が図られなくてはならない。

４ 国民が更生保護に対して協力をすることは求められていない。

５ 更生保護法の制定に伴い，更生保護に関する諸施策の所管は厚生労働省となっ

た。

問題 １４８ 保護観察に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 保護観察処分少年は，家庭裁判所の審判において，保護観察の決定がなされた日

から１８歳に達するまで保護観察に付される。

２ 少年院仮退院者は，家庭裁判所の決定によって少年院からの仮退院を許される

と，仮退院の日から保護観察に付される。

３ 仮釈放者は，地方裁判所の決定によって仮釈放を許されると，仮釈放の日から刑

期が満了するまでの間，保護観察に付される。

４ 保護観察付執行猶予者の保護観察期間は，刑の執行猶予期間が満了するまでであ

る。

５ 婦人補導院仮退院者は，婦人補導院を仮退院した日から６か月間，保護観察に付

される。
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問題 １４９ 更生保護施設に関する次の記述のうち，正しいものを１つ選びなさい。

１ 更生緊急保護による委託費用は国が全額支弁し，都道府県は分担しない。

２ 生活指導などの処遇を行うことはない。

３ 保護観察中の少年を受け入れることはない。

４ 自立が困難な高齢者を受け入れることはない。

５ 再入所率が高い覚せい剤事犯者を受け入れることはない。

問題 １５０ 更生保護法制定以後の取組みに関する次の記述のうち，正しいものを１

つ選びなさい。

１ 保護観察の一般遵守事項に，社会貢献活動が加えられた。

２ 保護観察対象者への就労支援対策として，求職中の保護観察対象者に対して，就

労先が確保できるまで毎月奨励金が支給されることになった。

３ 保護司の活動拠点として，更生保護サポートセンターの設置が進められている。

４ 体系化された処遇プログラムが，すべての保護観察対象者に義務づけられた。

５ 「緊急的住居確保・自立支援対策」の支援場所として，地域生活定着支援センター

が設置された。
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